２1年度グローバルCOE人材育成自由企画A
「海外最先端研究室へのエスコートツアー」

参加者募集
２００９年６月３日

２００９年６月２５日変更

米国のすぐれた研究室で働く先輩たちから学ぼう！
世話役教員（２名）引率のもと、米国の３つの有名大学を訪問し、１３日間、研究室に滞在し、国際的に活躍する研究者による講義を受けると共に、セミナー形式で本学院修了生や若手研究者との研究交流も行います。

英語でのプレゼンテーションの達人になろう！

事前に現在取組んでいる研究内容の説明（英語）のトレーニングを行い、米国にて、その発表に挑戦してもらいます。
企画の目的は、「博士後期課程の院生に対する学位取得後の海外での就職先選択・国際的活躍の支援」です。研修を通して、既に海外で活躍している本学院修了生の研究生活や研究体制を見聞し、大学院生が海外への進路を選択する場合に準備しなければならない事柄について習得します。また、英語での講義を受講し、研究討論に参加することにより、英語でのコミュニケーション能力を向上させます。

滞在先及び日程

８月８日：札幌からサンフランシスコへ移動
８月９－１１日：カリフォルニア大学バークレー校（ヒロシ＝ニカイドウ博士研究室）滞在
８月１２日：サンフランシスコからミネアポリスへ移動
８月１３－１４日：ミネソタ大学（片桐文章博士研究室）滞在
８月１５日：ミネアポリスからニューヨークへ移動
８月１６－１８日：ロックフェラー大学（ナムハイ＝チュア博士研究室）滞在
８月１９－２０日：ニューヨークから札幌へ移動
募集対象者及び募集人数

将来海外研究室にて博士研究員としての活躍を希望する、環境科学院と農学院環境資源学専攻の博士後期課程の大学院生、ならび博士研究員（計６－８名）を募集します。
訪問先研究室の研究分野

カリフォルニア大学バークレー校（ヒロシ＝ニカイドウ博士研究室）：分子細胞生物学
ミネソタ大学（片桐文章博士研究室）：植物病理学・生物情報学
ロックフェラー大学（ナムハイ＝チュア博士研究室）：植物分子生物学

訪問先の研究分野は世話役がコーディネートできる範囲に制約されますので、今回の企画では生物学分野となっていますが、参加者の選考においては生物学分野の人を優先するわけではありません。他分野の参加者を歓迎いたします。また、滞在期間中に滞在地近辺の他大学・他研究室への訪問を自分でアレンジしたい方については、別メニューでの活動をサポートします。

企画への参加費：２５万円+食事代
（航空運賃・ホテル代・空港からホテルへの移動費・朝食代などを含む旅費４５万円（一名あたり）の内、２０－２５万円を北大環境科学院・ＧＣＯＥが補助しますので、２０－２５万円のみを参加費として自己負担してもらいます。また昼食代・夕食代は自己負担となります。その他、受け入れ先大学のコーディネーターへの謝金・講義をしてくれる研究者への謝金・世話役となる教官の旅費・事務経費・報告書作成費などは、全て北大環境科学院・ＧＣＯＥが負担します。）

応募締め切り

２００９年６月３０日（〆切を延長しました。申し込み者、多数の場合は、世話人・ＧＣＯＥ事務局にて選考の上、申込者全員にお知らせします。）
申し込み先は、下記、世話役あてにメールなどで、お申込みください。

申し込み書式

申込書の形式は自由です。ただし、以下の項目を全て書いてください。

氏名（+ふりがな）・生年月日・現住所（+郵便番号）・自宅電話番号（携帯番号でも可）・所属研究室名・研究室内線番号・指導教官名・専門分野名・連絡用メールアドレス・旅券番号・企画に期待すること（１００文字以内）・その他要望（要望がある場合）

世話役

代表提案者：山崎健一（環境生物科学部門・環境分子生物学分野）

内線： 4522,  e-mail： ymzk@ees.hokudai.ac.jp

共同提案者：森川正章（環境生物科学部門・環境分子生物学分野）

内線： 2253,  e-mail： morikawa@ees.hokudai.ac.jp
